
正月料理の献立内容について

大上戸郁恵※

A Study on the Spec i al Menu for a New Year's Day 

Ikue 

I はじめK

古来年中行事と食事は切b離すととのでき

な凶もので‘行事どとvr特色ある食事が作られ

ていゐ。このような行事食の献立内容を調査し，

その結果を種々の角度から考察するとと前著

者の目的である。

ー年早行事瓜民衆の出舌vτ深〈密着していて，

古玉からの風習がかなD保存されていると考え

られる。したがって‘行事食の研究ほ地方特有

の伝統や習慣を知る上からも員味深いととであ

る。

DAIJOGO 

目、後者vrは購入日を書き添えてもらった。

集計はフぎの要領で行なった。

(1)鯉名の分類げついて.記入されたまま の

調理名を用いると，数が多くなって集計上困難

を招くので. ある程度の統ーを行なった。代詩

的をものをつぎvr示す。

焼もち……きをともち，磯辺まさ. あんもち

たき ζみ飯……かき鼠五目鉱桜鼠釜飯.

1さぜ飯

井飯……あなど井，親子弁

ノ、 ム……ソーセージ

♂他方，近年は社会が急激Vて変化して，食生活 焼肉……ビフテキ、ポークチヨソプ‘ロース

もその影響を強〈受けている。とういう傾向は

行事食ですら例外ではあるまいから.その点を

明らかvτするととも有益でるろう。

行事食の中でも，正月料理は比較的K変化し

丈いないと言われる均それK尚する研究はほ

①② e ι 
とlvど見られない。 そ ζで今回広正月

料理Kつい℃一般家庭の献立内容を調査し

トチキシ，焼蹴てb焼

水炊き……ちり鍋寄せ鍋湯豆腐

シチユウ…・・ブイヤベース

焼 魚・・・・・・素風塩焼塩物 ベーコン焼

酪溜肉…・・酢豚八幡巻

二色卵……梅花卵，岩石卵

卵焼…ーだし巻き‘厚焼目玉協オムレヅ.

-:t-り結果を報告するo ハム・ベーコン焼

E 調査万法 あえ物……浸し、白あえ.どまあえ

調査時期叫昭和 44年 1月1日から 3日ま スープ…・コンソ人ポタージユ

でと」広島市会よひ。隣接の地K居住する短大 とんKゃく・・…糸とんvrやし しらたき

ー学生の中から 10 0名を調査対象vr選比調査 豆腐……焼豆腐.生揚

用紙を配布した。との用紙げ叫上記 3日間vc の J? ...…焼の弘味付のb

家庭内て摂られた調理の種類と食品材料を記入 ( 2) もら な好み焼など出 主食K準ずるもの

してもらった。踊理品Kづいては4 自家製(自 とした。

詳調理Lたもの )と噸買(業者の詞理品を (3)漬物叫圧倒的げがので集計から軒先。
購入したもの)との区別を記入，前者vτは詞躍 パン食のパタ ーやジャム類も省いた。

※調理研究室
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第 2表朝食事での雑煮白色の主食とω併食の実態

!¥そJさ|元日 i 
片食時F~J 9 8 (φ 

i雑 煮のみ I71 (7 24 ) 
i白 飯 と併 今 117、(27.6 ) 
i す しと 併ー食 .，10' . 

l-竺(パ『ン4 と 食 d

出 顎査結果会よび考察

~ 2 日

-6 8 伊)

52 一(7 6.5 ) 

111 L 

4: t ( 23.5 ) 

主食vr関する集計を第 1表に ー富IJ食K闘する

集計を第 7 表 vr~す。以下. 字の集計vr巷づい

て調理品J.lljvr考察を行な う。

1 主食

3日聞の出現率からみると. 白飯を主食とし

て摂 っているのは延食数の 54.9 %で第 1位

であるc つい℃ 雑煮 27. 3 %、すし20.2 % 

のj頃vτ多く. その他の主食を大きく離している

パンは 4.9%で前述のものvr比べる と非常vr少

をν益。

。 白飯

自飯広日本人の主食。中心であ久 圧倒的

vτ多〈反られているとよば当然で遣うろう。 しか

し， 食事男Ijvr見るム ー朝食だけは雑煮げついで

第 2位Vでなっている。

。雑煮

3日間の雑煮出現率は， 自飯Vてついで第 2位

である。大山ら@の報告げよると‘ 1 1月κ手
ける広島地方のも ち・雑煮の摂取量は O. 3掃

'{(すぎない科本語査では 27. 3 % (雑煮)の

高い出現率二を示している。 ζれを日月IJvr見るム

元日]0 5 ( 3 6.8% ). 2日7] (2 4 . 5 ~b ) ， 3 

3-日 計

5・5(%) 2 2. 1 . (φ) 

37 ( 67.3 ) 160 ( 7 0.3 ) 

2 (30.9) 
1 6(  2 ~. 1 J 

ノ

:( 1. 8.) 1 ( 2.6 ) 

日 59 ( 2 0.5係)で元日vr最も多い。目別の出

現数の差比つV>てγ検定を行を つた結呆
χ ~= 145<'χx2 ( 2弘>O.ω-β05)=5.9古となb江iフ有有意
示準 5係で有有，意差が認わられる。栄刈J一食事朝男リ

見ると.主として朝食W摂られてj，>J:J，白飯を

大き くヲ I~離 して第 l 位を占め ているO 中で も

元日の朝食vrは 99.0%で出税率が極めて高い。

雑煮r.t，歯固(はがため )Vτ由来い健康ギ長

売を祈 τて元旦vr換 られて きた内 現在でもと

の習慣が明瞭vr見ら五る。

雑煮の大半は.食事直言irvr読理されたもので.

暮の内vr準備されたもの瓜 吉例 (1.3%)Vτ

過ぎない。

前述の通弘 雑煮な主として朝食vτ摂 られて

いるポ その円雑煮だけを主食として摂 うてい

るものと.他の主食と共vτ摂 っているものとの

割合11:，大体 2 であるよそれ'を第 2表vr示

す。

つぎVじ雑煮の内容vτついて検討する。

みそ汁仕立は] 6例(7. 2 % )で沙乏しほ

とんど清汁仕立vτ調理されている戸またすベ

ーての世帯モ丸もちが用いられてが久 切関西の特

徴をよく現わしている。

.主任)本調査の結果について適宜X2検定を行なったが，明らかに有意差ゐ認められるものやjあま
り興味を惹かないものは省略した。

'ー‘，
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出現順位出現率出現率出現 数調理品主 食表第 。
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1 0位までvτ しぼるとlAの通りである。る。雑煮の兵として用いられている第 3表か ら.

刀当き鶏肉蛋白質食品… …かまぼと、4 0種げなよぶ ζ とカE半ljる。多い万か食品広

みつば

淡色野菜一…葱，

とのよ うvr.i土富 な材料の散 らばbが見 ら九

栄養面からも大変好ま しい。 ζれらの材料を色

ほ うわん:w.

大根 (椎茸 )

緑黄身莱・…..vrんじん.

白菜、

ヨ吉~ ，

tま

かま』τと‘

かき‘大根、

ら10位までを!願W挙げる と‘

椎茸

みつばであるの

げんじん‘白菜.

うれん革、

鶏肉

とのうち‘ 鶏肉は天の岩戸の故事vrちをんだ

日本料理独得の美しい記色がう彩的vr見ると‘大根は円満 (鏡大根 )をちーJわすもものであり、

かがわれる。

雑煮の具の組合わぜ民

2草説話の;1辰Vて在ってj訟払

名産地の特徴の~~わのであるc かさの 8位爪

第 4表vτ示す近i久地方色忌かな雑煮I[Jつくられているζとれで、

平均は3.24， 3， が推察される。

]種の共という質種でit-る。少数と は言え，若年別vrまとめて見雑煮の具としての会品弘

8穫の共という主義韮在中年煮等:と素な雑煮や，炭水蛋白質食品‘ 淡~語系

創設費食品など鴎拙Uてわたってい

緑黄主T系ると，
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1:!:市三十レ
第 4表

2 2 1.4 50 4 

副食

副食の 3日閣の出現率から見ると， 黒豆・煮

しめがともに第 1位(3 4.7発 )で， 以下 10 

位までは ，酢の物 (3 0.9混 入 かずの乙(122

売)，かまぼ乙(1 1. 8タ)，さしみ (11.2%) 

ハム(1 0.8タ)，サラダ( 1 0.2タ)，焼肉

2 4 

6 

邑

7 

1 0.7 

い川
~ 5 5 

6 

戸

F 

8 

3.2 乎

。すし

きんとん (7. 8 % )である。

2科(8表lζ，食事毎の高順位 10位までのもの

( 8. 0タ)， 白銀 ・雑煮vrついで主食の第 3位ですしは.

を集計した。s日がのどの日にも授られている

説丸品は， 0印をつけた 15品で，上記の調珪

本調査のすしれ出現

すしも正月料大山らの報告よ Dも多〈‘

理σ)-つとして摂られているととが半版。

るる。 ~ 5 表 vτ示す通 tJ .

率瓜

品花田作り，Ci!新，茶碗蒸，フライ， 清汁の 5

品が加わる。

副食の3日Wiの品数は，平均すると 2.59品

年の暮の内 (1 2月 31日まで )vrすしを前

彩梓 vτ入つ理 した家庭は 30例 (3 O. 9 % ). 

である。乙71を目別K.51!ると，元日(3. 2 7品)

2日(2.5 6品)， 3日(1. 9 9品)で，元日

が一番多く，その後は次第に減少している。紛

まTこ，食事別tζ見ても， 同じ傾向が現われて

いる。ちなみに，前述の大山らの報告によると，

て調理された家庭は 75例 (6 9.1 % )でるるσ

庖E買貿のすしは 4例(2.'1'10 )で非常vr少なし

大半は自家製であるととも判る。それを第 6表
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第 5表すし出現率

i 謂 査!大山ら調査

ちらし (五目)すし1.2 % I O. 7 0;; 
をき ( の~ )すしI3.6% I 1).2 φ 
b す し IO. 3 労
りすし 0.4% 

言 5.2 % 1. 2 % 

vr示す。

1. 6 0品である。仏島地方の副食斗L均品数は，

な

ぎ

ν当

vτ 

乙れについて，乙乙ろみに平均値の差の検定 (t検定 〕を行なったと ころ，有意差を認めた。
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与、1 朝食 ! 昼食
1 日 i 2 日 3 日 ! 言十 ;版 日 2 日

¥; 99(勿)iH叫 97(φ) J1己68(竺UZ7)L) 注巴互|同(%)
院 |民 佐魚 2( 2.0) I… 13(34)! 1(11) 

:その他J焼魚 ; I ( 1.0)13(3 . I) L~4. 1) ! 8(2 3( 34) i 3( 3.2)1 5( 5 
物 :焼肉， 6( 6 1) 1 2( 2 I)|6( 62)1 1 4( 48)6(  6.9) 1 6( 6.5) I 2( 2 

卵 蝿 ! 吋8.1)卜山~I~山(1 0.3)61 ( 1.2)i10山)!5-( 5 

蒸 l茶師事 i ド1iz3((8z1l42})} | 3 ( 3.2)|五τ戸 !二色 91 8( 8.1)ビピ竺 2(20)12(41)i l 3(32)己己
iてんぷら i1 ( 1.0)| 1 ( 1.0)1 2( 2.1)|2(2 

Iク二工百 土沼t'-ヲ い 1 3( 3.4) 1 3( 32) 戸二
揚
!フライ 1( 1.0) I 4( 4 2) I 1 (川 6( 2;~ 9(10.3) 1-4-( ~ 

物 ( 酪溜肉~ 2.0)1 1 1( 1.0)1 3( 1川 12( 2 1 ) I 3 ( 3.2)! 1 ( 1 
LE因子2(20) I 2( 0.7';1 1( 1.2) I 1 ( 1.1) i 1 ( 1 

じ÷
あえ物|る え物 4( tl.2) I 2(' 2..0)1 6( 2.1)! 1 3( 3.4) 1 2( 22) 

iかまぼと 122(222)18(188)! 6(62)46(158)|517 (1 9.5) [1 1 (1 1. 8) i 
力日 lノ、 ム i1o( 1 0.1 ) 11 2 (J 2 5) I 8( . 8. 2 ) 1 3 0 (1 0.3)16 1 7 (1 9.5) I 1引]川 6 ( 6 
lチーズ 2( 2.0)1 2( 2.1)1 2( 20)1 6( 2.1)1 2( 21) I 4( 4.3)1 3( 3 
工|の t1 山 )110(10.3い 1

見 l佃煮 7( 71) I 9( 9吐 1 6( 5.5) I 5( 5.7) i 5 ( 5.4 
t 粟 甘 煮

15(5011 4 ( 4.0) 5 ( 5.2) 1 4 ( 4 7) 

24 ( 8.1) 1 2 (1 2.1) 7 ( 7. u) 5 ( 5.2) 

1 2 (1 2.1) 8 ( 8.0) 1 8 ( 8.3) 1 2 7 ( 9.1) 

1 ( 1.0) 1 ( 0.3) 

4 ( 4.1) 1 4( 13) 

9 ( 30) 

7 ( 2.4) I 

1 7 ( 5.9) 

2 ( 06) 

3 ( 1.0) 2 ( 0.6) 

1 0 ( 35) 
2 28) 

51 (1 79) 5 36 (1 2.5 ) 5 1 1 5 ( 5.2) 

38 (13.3)， 7 33(21.4) 
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32 (11.7)1 7 
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-黒豆

黒豆は，煮しめとともに副食の第 1位にあ句，

目別に見ると，元日および 3日に煮しめについ

で第 2位，食事J3UIL見ると，朝食が 1位，昼食

で 2位，夕食で B位である。乙のように黒豆が

正月料理に欠かせとfいのは，黒色が他の色に侵

されない点と，まめ(健康)に暮らせるという

縁起によるものであろう。

苦手 9表に示す通 11，調査世帯の 94%が黒豆

亭摂ってお向.そのうら 89世帯(9 4. 7弘)

'で年の暮のうらに調関さ:11，新年に入って調理

した世帯は 5t列(5.3私)IL過ぎたい。自家製

:が決半を占めるとは言え，庖頭買を 1例 (11.7

ーの 一も見逃すζ とはできない。

黒豆の調理法としては，五日 2例，栗と併用

j4ι例，黒豆だけ 48例である。

feの他の煮豆は，朝食で第 B位に入っている

iが，‘黒豆lと比べると非常に少なし、。

ぬ煮しめ .

煮しめは，黒豆とともに副食の第 1位を占め

ーてやる。日別K見ると 2日は 2位であるが，

元Hと3日はどちらも 1位である。食事局IHとは，

E食で 1位，朝食・夕食ともに 2位で，正月料

理の煮物の代表として挙げられる。

第 9表K示す通り，煮しめ調理延数 105例中，

年の暮の内K調理されたものは 76例 (72.4需)

で大半を占めている。庖頭買は無く，すべて自

家製である。

つぎに，煮しめの内容について検討する。

第 10表K示す通り，煮しめに使用された食

品は 30;種にも及んでいる。多い方から 10 

位までを挙げると，れんζん，にんじん，煮し

めC~， Cぼう，乙んにゃく 3 里芋，凍豆腐，

椎茸，tごけのこ，大根の11頂である。縁起物の里

芋は 5位に入っている。

食品群別に見ると，淡色野菜を筆頭tζ，無機

質食品，蛋白質食品，緑黄野菜，炭水化物食

品等広範囲にわたっている。

色彩的にも， 日本料極特有の色の配慮が見

られる。

-詐の物

酢の物は，副食の第3位でめる。日刷にみる

と，元日・ 2日ともに s位 3日は 2位である。

食事訓では，朝食・昼食ともに 8位3 夕食で 1

位である。

第 9表』ζ示す通内，酢の物の調理実数 134

例申，年の暮のうらに調理さず1たのは 61例

( 4 5.5 a，ら)で，ほとんど同じ割合である。実

隊， 乙れについて :乙2検定φ行なった結果

J4=107<〈2(11005)=384とた

川有意差は認められたい。庖頭買の酢の物は

l例しかとrく，他はすべて自家製でる。

つぎに酢の物の内容についてi検討する。

調味酢は，二杯酢や三杯酢手筆頭IL' 卵黄酔

華風酢f，.tどさ玄 ぎまでめる。

第 11表に示す通り，酢の物』ζ使用されてい

る食品は 42種もめって 10位までは，にん

じん，大根，かぶ，蓮根，かき， 乙ぷ，胡爪s

fこい，なま乙，山芋のl順である。 1位のにんじ

んは，大根やかぶと合わせて，水引きなますや

梅花に切ってあしらわれ，また蓮根は，酢ばす

として調理されたものが多し、。かきは広島地万

の特産で，生鮮なものが入手し易く，酢がきと

して調理されている。乙んぶは，その旨味のた

めに用いられたものであろう。
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第 8表 副食総合出現率 l順位および食卓創出現11良位・出現回数
「ー

給: fjコh 食 事 Jjlj 

出 出 現 j煩 位 出
調 理名

出現率
現

3 日コ! タ|
現

J[百
1 日 2 日

回
位 朝 ，思 タ 朝 主正 タ 朝昼 数

黒 豆 3 4.7 1 3 3 1 1 2 1 2 2 @ 

その他煮豆 4. 6 6 ] 

田作 b 4. 8 8 9 1 0 ③ 

茄 gs 4. 3 9 9 2 

煮 しめ 3 4.7 1 i 2 2 2 2 3 1 1 1 ⑨ 

きんとん 7.8 1 0 4 7 8 ③ 

すきやき 7. 7 4 7 6 4 ④ 

清 汁 6. 9 1 0 9 4 4 ④ 

みそ汁 4.3 7 4 2 

さ しみ 1 1. 4 6 7 7 6 4 4 5 9 ⑦ 

かずの と 1 2.2 4 4 7 5 5 ③ 

酢 の物 3 o. 9 3 3 2 3 3 1 1 2 2 ③ 

サ フ タ. 1 0.2 7 8 4 8 6 ④ 

焼 肉 8.0 9 10 6 1 0 6 4 

その他!焼魚 3. 4 8 1 

卵 焼 6. 1 10 6 7 7 8 ⑤ 

茶碗蒸 4. 4 9 1 0 8 B ① 

二色卵 2. 4 10 1 

フ フ イ 6. 6 5 8 10 ③ 

1 1. 8 5 5 5 7 4 6 1 0 @ 

ノ、ム 9. 5 8 8 6 1 0 8 5 10 7 ⑦ 

b 2 3 6 

煮 4.0 9 I 

-80-



第 9 表 世 帯 別 調 理日

i三プ竺2'61半円r:;:BいI5 白 -~日i! 計
83 (88.2%) 

1 1 * (1 1.8 % ) 
計 89 ( 9 4. 7 % ) 75(71.4% ) 94 

5 70 1 1 7 105 (100%) 
煮 しめ

計 7 6 ( 7 2. 4 % ) 29 ( 2 7.6 % ) 1 () 5 

35 1 8 1 3 3 (99.2労)
酢の物

1本 1米( 0.8係)

計 6 1 (4 5. 5φ)  73 ( 5 4.5 % ) 1 34 

4 1 9 ( 45.0係)

l図作 b 5ヰピ 4ヰく 1 1 )jく(55.0係)

計 l 1 5 ( 7 5.0係) 5 ( 2 5.0 % ) 
一一ー

酢の物 年の暮と新年別の出現数の差 χ:=1.07〈?と2 ( 1， 0.0 5 ) = 3. 8 4 

米印のものは白頭買の調理品である。

第 10表煮しめ材料名出現数。出現率 @出現順位

ロSコロ I (係) 順位 食 品群 !食 品| (係) 昨

i牛 肉 | 1
ど 十ま う 56 (1 0.7 ) 

鶏 肉 13 ( 2.5 ) 淡 た けの と 1 7 ( 3.3) 9 

蛋 ち 〈 わ 2 色 大 根 1 6 ( 3.1) 1 0 

白 かま』ま と 10( 1.9) 野 ふ き 1 

質 せ と 貝 1 菜 キ ャベツ

食 た ら 2 88 自 菜 1 

品 ν主 カミ 1 し め じ l 

( 3 6.0 ) 

76 
卵 3 椎 茸 1 9 ( 3.6) 

?由 揚 4 蓬 根 76 ( 1 4.6 ) 

( 1 4.6 ) 
凍 豆腐 ~ 7 ( 5.2) 7 炭 里 子 55 ( 1 0.5 ) 

豆 腐 1 2 ( 2.1) 
水 〈 わ い 1 0 ( 
イヒ 69 

無機質食品 煮 しめζぶ 60(11.5) 3 物 ジヤ ガ 手 2 
食(13.2) 

115(220 ) とんげやく 5 5 ( 1 0.5 ) 品 山 芋 2 

緑黄 野 菜 5建 豆 2 
計 522 

74いι2)!vrん じ ん 72 (1 3.8) I 2 I 
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第 11表 酢の物材料名出現数 ・出現率 ・出現11風位
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っとしてト正月料迦R夕立かせない食品であるが， があるが，出現率 4，8男は意外に少なし、。第 9
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-その他の副食調理品-サラ ダ

高リきんとんは，口取りとして用いられるが，サラダは副食の第 8位で，本調査の洋風斜理

2日日窓口tζ見ると元日 8位，食の第 10位で，中ハムに続いて多く摂られている。第 12表K

食事別では昼食で 8位である。は 10位であり，34種におよぶ食品が材斜として使示す通り，

すきやきで 11位にあり，鍋斜握の最高は，ユノャりんご，用され，胡瓜， ハム，キ ャベツ，

食事別では夕食 3位と出現日方!Jでは 3日6位，カリフみかんレタス，にんじん，ガ苧， JJ民

広島地方の郷土料坦とし率が高い。土手鍋は，ラワーの順に多い。

て有名であるが， 1例にとどまっている。鋪斜嵯

は全般的R:，夕食lζ調主製される;須向がうかがえる。
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フマヨネーズが最も多く，

レンチドレッシングがこれについでいる。

ソースとしては，



汁物の最高は清汁e、 3自に 5位に入f).食

事別に見ると，昼食・夕食ともに 9位でゐる。

みそ汁の出現率の低い理由としては，雑煮の影

響が考えられる。

さしみは，副食の第 6位にあ内， 日iJuK見る

と元日 6位 2日4位 3日7位で，食事iJUK 

は昼食で 4位，夕食で 7位である。食品材料と

しては~り t，こし、 t，ここ， いか， さより， さ

ば等が多L、。

かまぼ乙やハム等の，調理に手間どらとZい加

工食品も高い出現率を示している。

焼肉は副食の第 9位である。元日・ 2日とも

に 10位にあ灯，主として夕食に摂られている

事が判る。

その他，肉，魚，卵等も~まざまに調理さ

れている。

8 飲物

飲物は，集計の上では省路したが， とそと福

茶について簡単に述べてお乙う。

とそ(長生きができると言われ，中国から伝

えられた)や福茶(黒豆， 乙ぶ，梅干等ぞ入れ

た煎茶)は，元EIと飲ひものとされているが，

本調査ではとそ 11世帯，福茶 1世帯，梅茶 1

世帯に過ぎず， 乙うした習わしは， ほとんど廃

れている事が判る。

W 総括

乙の論文では，正月料理について，一般家庭

の献立内容を調査検討した。主伝結果はつぎの

通りである。

(11主食の中で出現率の高いものは，臼飯を

除くと雑煮であ h そのつぎがすしである。

雑煮は，元日に全世管で慎られており，中で

も朝食では 99.0%の世帯におよび，元Eを雑

煮で祝う習わしが明瞭に見られる。

雑煮の具としては 40種にもおよぶ食品材

料が巾広く用いられ，配色も考慮さ1'lているが

少数ながら一種の具だけの質素な雑煮も見られ

る。

(21 副食を出現率から見ると，黒豆，煮しめ，

酢の物，数の子，かまぼ乙， きしみ，ハム，サ

ラダ，焼肉， きんとんの11買になっている。乙の

他，田作句. YI~焼，茶碗蒸，フライ，清汁等も

3日間にわたって摂られている。

概して日本料理の傾向が強L、が，サラダやハ

ム等の洋風料理も見られる。

( 3) 暮に食べ物~童話にし 3 カ日は台所研

休ひ習わしがあるが，暮の内の調理の出現率の

高いものは，黒豆(9 4. 7 % ).田作内 (75.0

叫).煮しめ(7 2.4弘).酢の物(4 5. 5 %) 

すし(2 9.7 % )である。

近年，年末にはデパートのおせら売場の賑わ

いが話題にされるが，白頭買，;t，意外に少なく，

田l乍灯 55.0%，黒豆 11. 6弘，すし 3.!l %， 

酢の物 O.8慨が代表的なもので，正月料理的ほ

とんどは各家庭で調理されている。

(4) とそ，福茶，梅茶の出現率は極めて小さ

く， 乙れらで新年砂祝う習わしが激減している

乙とは，注目すべき点である。

苦から日本人は，冠婚葬祭にはCらそう彦作

るが， 日常は簡単K済ます習慣があると言われ

る。つぎの機会には，日常食と行事食の献立の

相違κついて検討したい。

なお，本研究に深い関心を寄せら:n，かつ貴

重f.tC助言と激励をいただいた京都大学池田峰

夫教授，ならびに家学熊田ムメ教授に厚〈御礼

を申しあげます。

本論文の要旨は，昭和 45-a=5月字部市で開

催された第 17回日本家政学会申，四国支部大

会で発表した。

-1971.1.8 
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Surmnary 

The regu工arannual events have been preserved closely connec七ed

"¥vi七11七helife of七hepeople. A specific even七hasi七sspecific 

food， and七heyare also closely tied Up. The rapid sociaユevolu-
七ion，however， s七ronglyaffec七ed七hekind and quali七Yof food in 

generaユ Thefood for七hesocial even七be工ngno excep七ion七o

七hischange， i七maybe 土nteresting七omake i七 clear.

The following researches concern a New Year's Day menu of the 

ordinary families in and around Hiroshima， which is said七ohave 

li七七ユechanged recently. 

(ユ)As a s七apユefood， excep七工時 pユainboiユedrice， zoni (rice 

cakes boiled wi七hvege七ables)is mos七widelyeaten. Zoni is 

ea七enby all members of the family; 99芦of七hebreakfas七 of七he

day consis七sof zoni. There is no doubt tha七七heNew Year's 

Day is celebra七edby ea七ingzoni. 

(2) The subsidiary dishes mos七lyea七enconsis七ofnative ar七icles

of food such as boilεd black soy beans， vege七ablescooked hard 
wi七hsoy， vinegared dishes， her司r草1時 -由♂‘
pas七e)，sliced raw fish， ham， salad， roas七mea七， and kinton 

(mushed swee七po七a七owi七hswee七enedches七孔U七s).In addition to 

七hese，七azukuri(dried sardines)， fried eggs， chawanmushi (a 

七hickcus七ardysoup)， fried fish and consomme soup are ea七en

for七hreedays since七heNew Year's Day. 

(3 ) 工七 is cus七omaryto cook enough food on 七heNew 士ear'sEve 

and s七ayaW2.y from七heki七chenon七heNel，r Year' s Day. 
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Represen七a七ivedishes v-Thich are prepared七henare: boiled black 

soy beans 94.7%5 dried sardine called七azukuri75%， nishime 
(vegi七ablesboiled hard with soy) 72.4%，γinegared dishes 45.5芦3
and sushi (boiled rice and 0七herfood flavored 1Vi七hvinegar) 

之9.7男 o七herdishes are cooked on七heNe1V Year's Day. 
Recen七lyNew Year's Day dishes sold at depar七men七 S七oresseem 

very popular. Bu七 infact， mos七 of七hedishes are prepared a七
home. 

(4) Toso (swee七 sakespiced wi七hsome r田 dicalherbs)， fukucha 
(a kind of tea with kno七七edtangle 一kombu-and ~ickled ~ユums)，

and umecha (七eawi七h ~ick工 ed ~lums) are now γery rareユyused. 

The habi七 ofea七ing七hesefood is fas七 dY土ng.
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